
【吉祥院六斎念仏踊り“歴史”】 

 吉祥院六斎念仏踊りは、吉祥院天満宮の春

季（4/25）・夏季（8/25）大祭に吉祥院六斎保

存会によって奉納されます。 

 六斎念仏は、鉦や太鼓ではやし、念仏を唱

えながら踊る地域の民俗芸能です。 

 六斎念仏の歴史は、平安時代中期に「踊念

仏」で知られ，鎌倉時代に西方寺を中興した 

空也上人が始めたとも言われています。 

 ちなみに，六斎念仏の中でも笛などの楽器

を用いて、娯楽要素の強い六斎念仏は「芸能

六斎」とも言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、六斎念仏には芸能色がほとんどなく

宗教色が強い干菜寺系「念仏六斎」と芸能色

が強い空也堂系「芸能六斎」があります。 

 ただ空也堂系には宗教色が強い念仏六斎も

あります。 

 なお六斎念仏は１ヶ月に 6 日（8 日・14 日・

15 日・23 日・29 日・30 日）ある忌み日・六

斎日に行われたことから名付けられました。 

 

 

 

 

 

 

 

演目（獅子と土蜘蛛） 
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 吉祥院六斎保存会は、平安時代後期に吉祥

院天満宮勅祭で獅子舞を奉納したことが起源

とも、1582 年（天正 10）の山崎の合戦で豊臣

秀吉に敗れ、吉祥院地域に逃れてきて討たれ

た明智光秀の残党を弔ったのが起源とも言わ

れています。 

 吉祥院六斎保存会の演目には、お月さん、

四つ太鼓、獅子と土蜘蛛などがあります。  

 

   

   

吉祥院六斎念仏踊り／吉祥院天満宮 “歴史” 

 2015.9.27 呉竹文化センターでの講演会の様子 

 地域の伝統文化との出会い（吉祥院六斎念仏踊り） 

ほしなでらけい 

くうやどうけい 

くうやしょうにん 

つちくも 



 

 

   

 【吉祥院天満宮“祭事”】 

   １月 １日 歳旦歳 

   １月１５日 爆竹祭（大とんど） 

    ２月 ３日 節分祭 

   ４月２５日 春季大祭（六斎奉納） 

   ６月 １日 雷除祭 

   ６月２５日 菅公御誕辰祭 

    ６月３０日 夏越の大祓 

   ８月２５日 夏季大祭（六斎奉納） 

  １０月１３日 付近の日曜日 

                 例祭（秋祭）湯立神楽 

                 火焚神事 
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【吉祥院天満宮“歴史”】 

 天神さんと親しまれている吉祥院天満宮

は、794年（延暦 13）桓武天皇による平安京

遷都の際、菅原道真の曽祖父・菅原古人が天

皇から賜って邸を構えた場所です。 

 その後、道真の祖父菅原清公が遣唐使とし

て唐に向かう際に嵐に遭ったが、吉祥天女の

霊験によって難を逃れ、菅原家では吉祥天を

信仰するようになり、自邸内を吉祥院に改め

ました。 

 なお、道真が左遷された大宰府で亡くな

り、吉祥院に聖廟を築いたが、934年（承平

4）朱雀天皇の勅願により、怨霊鎮魂の為に

社殿を築き，道真の霊を祀りました。 

     

      
      

岩見重太郎と妖怪変化 

獅子碁盤上り 

吉祥院天満宮 

すがわらのふるひと 

すがわらきよきみ 

おんりょうちんこん 

せい びょう 

ちょくがん 

まつ 

だざいふ 

けんとうし 

かんむてんのう 


